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●　発掘調査の成果　●

　冬も過ぎ去り、 暖かい風が吹きはじめました。 季節はいよいよ春へと移り変わりの気配

を感じる今日この頃です。

　埋文センターに立ち並ぶ桜の木々も、 少しずつですが開花を始めています。 今年は、

例年より少し早い開花が予想されますので、 埋文桜を目当てに来館される方は、 そろそろ

準備をはじめてはいかがでしょうか。

　今年度も機関紙 『乙貞』 をご愛読いただきありがとうございました。 来年度も、 ご愛

読のみなさまに、 いち早く市内の文化財ニュースをお届けしたいと思っております。

　さて、今号の乙貞は、先日調査が完了した山田町遺跡の調査成果に加えて、総括として、

今年度の発掘調査の主な成果や、 催し物の様子などについてご紹介したいと思います。

・山田町遺跡　第５次調査

　勝部三丁目地先において、平成 25

年２月４日から３月 26 日にかけて、

マンション新築工事に先立ち、約 580

㎡を対象に発掘調査を実施しました。

　調査対象地周辺では、第１次調査、

第４次調査で発掘調査を実施してお

り、その際に弥生時代中期から後期

にかけての竪穴建物や、溝などが発

見されていました。特に第１次調査

地点では、弥生時代中期末において

は竪穴建物６棟に加えて、井戸跡な

ども見つかっており、集落の様相が

みてとれる成果が挙がっていました。

　今回発見された遺構は、弥生時代

中期から後期に属するものが大半で

した。その主な遺構としては、竪穴

建物が５棟、溝、土坑などがあげら

れます。竪穴建物は、円形、方形の

ものがあり、円形竪穴建物のＳＨ－

たてあなたてもの

やまだまち

どこう



土器を見学する園児達

竪穴建物を見学する園児達

山田町遺跡　全景
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１は、直径 9.5 ｍを測ります。建物内から

は多数の土器に加えて、石鏃が出土しまし

た。さらに砥石の出土が見られることから、

石器の製作を行っていたことが想定されま

す。現在、調査成果については検討をして

いる最中です。詳細な内容については、次

号で紹介したいと思います。

　３月下旬には、調査地に隣接するこども

園の園児達、約 150 名が現地へ見学に来て

くれました。園児達は、初めて見る 2000 年

以上前の建物跡や、土器を目の当たりにし

て、とても興奮しているようでした。園児

達が、少しでも大昔の生活に興味を持って

くれれば幸いです。

　このように、発掘現場では可能な限り、

見学者の受け入れを行っています。今後、

市内で発掘調査現場を見かけた際には気軽

に声をかけてみてください。　　　　（木下）

せきぞく

といし



松塚遺跡出土　甲冑形埴輪

下之郷遺跡 （91次）　溝検出状況

吉身北遺跡(３５次)を見学する歩行者
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●　総　括　～平成24年度の足跡～　●

発掘調査の成果

　今年度は、本調査・確認調査を合わせて

計 42 件、総面積約 7,485 ㎡の調査を実施し

ました。発掘調査件数は、ここ数年増加傾

向にあり、次年度もさらに増えていくこと

が予測されます。

　今年度の文化財ニュースは、松塚遺跡出

土埴輪の記者発表でスタートしました。全

国でもわずかしか出土していない甲冑形埴

輪は、春季特別展にも公開し、多くの方々

を魅了しました。その松塚遺跡（39）では、

今年度、埴輪が出土した近隣の地点を調査

しました。古墳は後世の流路に壊されてい

ましたが、古墳から崩落したと思われる埴

輪片が見つかっており、今後新たな発見を

得られる期待を持たせてくれました。
　吉身北遺跡（11）の調査では、古墳時代

の竪穴建物とともに、多数の玉製品が出土

しました。調査地が守山駅前であったこと

もあり、調査中は多くの見学者でにぎわい

ました。そして、調査地を囲むフェンスに

発掘調査速報を掲示し、調査の進捗に合わ

せて更新していくという試みを実施したと

ころ、多くの歩行者が足を止めて見学して

くださいました。今後も、このような取り

組みを積極的に行い、文化財の普及に努め

ていきたいと考えています。

　伊勢遺跡や下之郷遺跡においては、今年度

も数箇所で確認調査を実施しています。中で

も、11月から１月にかけて実施した下之郷遺

跡第91次調査（５）では、隣接する史跡指

定地で検出している溝の延長部分を検出しま

した。その最下層からは、環濠集落と同時期

である弥生時代中期後葉の土器が出土したこ

とから、集落となんらかの関わりがあった遺

構である可能性があります。

※文中の番号は、平成24年度調査地位置図に対応しています。
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歴史入門講座の様子

平成24年度　秋季特別展

4

●　埋文センター　春季特別展の案内　●

埋文センターの催し物

　今年度も６月から12月にかけて、歴史入

門講座を実施しました。今年は「野洲川流域

の地域学」をテーマに、豊かな守山を育んだ

野洲川を中心に、さまざまな時代の専門の先

生に講演をしていただきました。延べ参加者

数は275名にのぼり、守山の歴史に興味を持

つ方がたくさんおられることを改めて感じさ

せられました。次年度も６月から講座を開講

いたしますので、興味のある方はぜひご参加

ください。（募集は、後日広報などでお知ら

せします。）

　今年度の特別展は、春季を「弥生の王国―

伊勢遺跡とその周辺―」、秋季を「ムラから

クニへ―野洲川流域遺跡群の動向―」と題し、

国史跡である伊勢遺跡を中心とした展示を行

いました。春季は369名、秋季は435名の来

館者があり、伊勢遺跡への注目度の高さを改

めて認識しました。秋季特別展の際に、丸山

竜平氏をお招きした講演会では、参加者が

120名に及び、大盛況の中、幕を閉じること

ができました。

　今年度も、埋文センターでは春季特別展を開催し

ます。今回は、『近江の弥生土器』をテーマに、野洲

川流域で発達する市内の弥生遺跡群から出土した弥

生土器を通して、近江の弥生土器文化の特徴につい

て探ります。

埋文センター春季特別展

「近江の弥生土器」
開催期間：平成 25 年４月 20 日（土）～平成 25 年５月６日（月・祝）　期間中無休

開館時間：午前９時～午後４時

展示解説；平成 25 年４月 21 日（日）午後２時～午後３時まで

　　　　　場所：埋蔵文化財センター　　展示解説はセンター職員が行います。　　　

その他　：特別展開催準備にともなう展示入れ替えのため、４月 15 日（月）～４月 19 日（金）

　　　　 までと、５月７日（火）～５月 10 日（金）までの期間を休館いたします。

（１） 歴史入門講座

（２） 特別展の開催
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●　平成24年度の発掘調査　●

※表中の番号は、次頁の調査地位置図に対応しています。
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機関紙 『乙貞』 は守山市のホームページ （http;//www.city.moriyama.lg.jp） からも閲覧できます。

平成24年度　調査実績

本調査　 37件　本調査総面積　　約5,555㎡

確認調査　5件　確認調査総面積　約1,930㎡
平成23年度　調査実績

本調査　　26件　総面積　4,314.5㎡

確認調査　11件　総面積　4,664㎡


